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寒い大/IAでリプの滞気に当たったのだ。 BYRyoko 
私はずっと不思議だった。例えば部落解放運動における水平社宣言(人の世に
熱あれ、人間に光あれ!)、またはr障害」者運動での rr愛』と『正義』を信じ
ないj という突きつけのような、私の心に fグッとくる J ものが、何故かおん
なの運動において少しも感じられなかったのだ、これまで.勿論、女性学やフェ
ミニズムは学問や思想なのだから ・・とは思うが、それらが発生する根本のと
ころで、抑圧される者の息吹が、怒りが、もっと生々しいものがある筈だと思つ
ずいたのだ.しかし、だからずっと私にとっておんなの運動は、 「女性差別反
元運動J次元でとどまり続けていたのだ。そう、リプに出会うまで。栗原奈名
子の映画を観、田中美樟の本を読み、そして今回幸運にもリプ25周年の集会に
行けたことで、確信することができたのだ。女性解放を生きているおんな達が
三二;ま実に様々なおんな遣が集まっていた・元議員てのから、元セックス・
η一利一てのもいた.そして各自それこそ色んな運動をやっており 、色んな人
生を長きtいるようだった.そのことを 、劇やコントや唄、勿論大真面白に リ
プの歴史のスライド上映や座談会、アピールによっても知ることが出来た。特
に「リリスの足Jの劇は面白かった rフエミニ，スト養成ギプス Jなんて、す
んごいブラック ・ジョークだが、笑えない風潮もあるという気がする ・
とまれれ周年にもなるそうだが、 「リプは一度なったらずっとりプj なのだそ
うで、リプのおんなある限り 、いや、おんなが完全にLiberate(解放)される
までは終わりがない。・ ・てな訳で 感想は「面白うて やめられまへんお j
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初めi之、食惟の力強さと、しなやかさの間面を閃拘のように金身に精
ぴた.生浪費の迫力に感銘を受けた.
つづいて 92般の小商綿さんの冒講の中俗、 H 寓も一生愚命にすれ
ば、侮かばかり伺らかの結果が出るんです H含帯のあるお宮県、まさに
~r;，1J その遇。で、ー人一人の女憶が京になり、どちらかと去えぽ、男性破先1の社禽帥えようと特勘を起こせ瓜糞わるので仰いでしょうか。
次に鱒の朗腕(::*綾子作)で私!志私を惜じて闘ってきた、隼きて又
闘うことで、私をうばい温してきた.とよ事れ寧したが、言擁としては、
厳レい響きですが、 ζこに M がんばっている女性がいるのだ H と私自
備が根打たれている思いがした，黙っていては、何ら夜わら指いのです。
女性が結取して伺らかの結果を出すためには、一臓から一人京性随員
巷送り、政治を誕える事です。
M 宮伎のエネルギーを燭貸させたい 1 頑積りましょう
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パ-7:ィーに出席したのは私と山路さんの二人だったが、あちこちか fZE
ら「長崎のばってん-うーまんの会から五人も来てくれてありがとう J ヲ
と声をかけられた。松香堂の中西豊子さん、司会をした三木草奇さんから
は「運動の励みになります」と喜ばれ私もうれしかった。中嶋里美さん
とお会いしたのは六年ぶりだったろうか。三井マリ子さんは前長崎市長
の本島さんとは友達ですということだった。みんなとそれぞれに写真に
写り、杯を交わした。若い人もたくさんいたので一人一人に話かけ私達
の会報をわたし、来年の秋には「日記帳、女のノート 3年Jをクレヨン
ハウスでぜひ買ってくれるようにと宣伝して回った。三井マリ子さんの
押の強さが私にも伝染したらしい。その中の一人は「一九七O年、関西
りブ合宿に子連れで出席した Jという人の、その「子 j だった。今、一
十六歳という。リブ運動が続いているというのが分かる賑やかなパーテ
イーだった.リブ五十周年にも参加するぞノその ときはもうリプも死語
になり、楽しかった思い丸話に花を咲かそう o
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